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研究要旨 
本研究では、生活習慣病予防のための宿泊を伴う効果的な保健指導プログラムの開発に関

する研究の一環として、地域資源を活用した保健指導に関する文献レビューを行った。デー

タベースには医学中央雑誌、Medline を使用し、宿泊型プログラムの検討に資するものとし

て、13件の文献をまとめた。結果、地域資源を活用した保健指導には、多種多様な地域資源

の利用可能性が存在すること、「学習支援型」「グループ学習」「体験」が効果的であり指導

終了後は簡便なサポートによる健康づくり継続が可能であること、また正しい知識提供と動

機付け介入後は身近な施設等の利用により保健指導の効果が得られること等が明らかにな

った。 

                                                                   

A．研究目的 

本研究は、特定健診等の結果、保健指導の対象

に該当する者に対して、ホテルや旅館等に宿泊し

ながら生活習慣病予防のための保健指導を受け

るプログラムを開発し効果検証することを目的

としている。今回その研究の一環として、既存の

研究成果を検討して、効果的な保健指導方法の開

発につなげるための文献レビューを行った。本研

究では特に「地域資源を活用した保健指導」の観

点から文献の検討を行った。 

 

B．研究方法 

文献検索のデータベースには、医学中央雑誌、

Medline を使用した。キーワードを「地域資源」

「地域」「保健指導」「健康教育」「生活習慣病」

等として、今回の宿泊型保健指導に活用できる文

献を抽出して検討を行った。 

 

 

C．研究結果 

文献検討の結果、地域ベースで行われている保

健指導に関する文献60件を得た。この中から宿泊

型プログラムの検討に資するものとして、地域で

展開されている健康教育・保健指導を中心に13件

の文献を下記にまとめた。 

【結果 1】健康をテーマとした観光・地域活性化取

組、および保健指導に関する事項 

1)健康をテーマとした観光・地域活性化は、官

民あわせて 230 余カ所で取り組まれており、そ

の数は増加の一途にある（2007）。これら事例

のキーワード分類では「運動（ウォーキング、

トレッキング、体操、水中運動等）」「温泉」「食

（ヘルシーメニュー、薬膳等）」「健康診断」を

事業の中心に据えていた。増加傾向の取り組み

分野として「お笑い」を取り入れたプログラム

や、「うつ病対策」等メンタルヘルスや「快眠」

がみられていた(文献 1)。 

2)温泉と保健指導プログラムの組み合わせ事



例の研究では、温泉だけの効用ではなく、保健

指導を組み合わせることで健康への効果があ

ることが明らかとなっていた(文献 2)。 

3)離島における健康滞在プログラムの基礎調

査結果より、参加者の心理的指標が向上してい

た。生理的指標（唾液アミラーゼ、血圧、血糖、

自律神経）はストレス関連指標が減少していた。

また、島の海浜・温泉・海水温浴施設における

10時間程度の活動時間で、リフレッシュ効果が

得られる（文献3）。 

 

【結果 2】地域展開での効果的なプログラム組

立・内容に関する事項 

1）地域における参加者との対話と相互の支え

合いを重視した学習支援型の介入（試食や調理

実習等体験学習）においては、地域在住者（女

性）において食態度の改善と野菜摂取量の増加

が認められており、参加者との対話と相互の支

え合いを重視した支援型健康学習の成果が報

告されている(文献 4)。  

2)地域で実施する保健指導において、参加者に

その身体的変化状態を体験してもらうことは、

継続モチベーションに繋がる(文献 5)。 

3)地域開催の教室参加修了者の運動継続の実

態調査では、継続のコツとして男性は「目標を

持つこと」、女性は「家族や仲間と行う」であ

った(文献 6)。 

4)動機付けレベルにある対象者に対しては、簡

便な通信プログラムによる介入によって、体重

と生活習慣への長期効果がある (文献 7、8)。 

 

【結果 3】地域資源利用または地域で展開した

保健指導の効果に関する事項 

1)地域における過体重・肥満者を対象とした運

動施設利用、栄養指導による介入効果は、メタ

ボリックシンドロームの増加抑制効果が検証

されている(文献 9)。 

2)地域の脂質異常症者を対象とした健康教室

においては、非監視型の運動指導であってもラ

イフスタイル、QOL、身体特性および日常身体

活動量に良い効果が得られていた(文献 10)。 

3)地域在住の肥満者への健康教育プログラム

介入の対照試験では、介入群の緑黄色野菜摂取

および2ヶ月目の歩数の有意な増加が報告され

ている（介入は全 4回、講話・グループ学習・

運動栄養指導・フィットネストレーニング室を

自主利用）(文献 11)。 

4)地域で女性の身体活動量を増やすための海

外における介入研究では、研修を受けたボラン

ティアの活用によるビデオ学習介入によって、

効果が報告されている(文献 12)。 

【結果 4】保健指導方法と地域づくりに関する事

項 

1)健康を志向した地域の文化を育むことを意

図した保健指導方法の質的研究においては、

「地域の文化を捉え、地域と個人の文化の矛盾

を受け止め、帰属感を保障し、地域の取り組み

の活用を提案したり強化する」というプロセス

が実施されておることが明らかとされている

(文献 13)。 

 

D．考察 

（1）健康をテーマとした観光・地域活性化取組、

および保健指導に関する事項についての文献

レビューより、地域資源として、自然環境（森

林）、地域の体操、プールや海、温泉、食（地

場野菜等）を活用して保健指導を行う例が考え

られた。また、健康を考える“きっかけ”とし

て、「お笑い」などの文化的な地域資源を活用

する方法もあることが示唆された。また、地域

資源の利用だけではなく、あわせて保健指導を

実施することが健康増進への効果に対して必

要であることが示唆されている。 

（2）地域展開での効果的なプログラム組立・内

容に関する事項については、先行研究によって、

地域のセッティングで展開する保健指導には、

「学習支援型」「グループ学習」「体験」が効果

的であり、プログラム参加によって“動機づけ”

がなされれば、その後の簡便なサポートによっ

て健康づくりの継続が可能であることが明ら

かになった。 

（3）地域資源利用または地域で展開した保健指



導の効果に関する事項については、正しい知識

提供と動機付けの介入がなされれば、その後は

身近な施設等の利用による自主的な継続によ

って保健指導の効果が得られるといえた。また

海外の報告では、人的資源活用として、研修を

受けたボランティアを活用した介入によって

身体活動量増加の効果が得られていた。 

 

（4）保健指導方法と地域づくりに関する事項に

ついては、地域資源を活用した宿泊研修の提供

および参加により、その後の身近な地域資源の

活用提案や地域の人材活用とつながりの強化

などを通して、健康な地域づくりとソーシャル

キャピタルの醸成にもつながることが示唆さ

れた。 

 

E．結論 

 地域資源を活用した保健指導には、多種多様な

地域資源の利用可能性が存在すること、また地域

資源はその利用だけでなく、保健指導と組み合わ

せることで健康への効果があることが示された。

また、保健指導プログラム内容とその後の健康づ

くり継続に関しては「学習支援型」「グループ学

習」「体験」が効果的であり、その後は簡便なサ

ポートによる健康づくり継続が可能であること、

また正しい知識提供と動機付け介入後は自身で

身近な施設等を利用することにより保健指導の

効果が得られることが明らかになった。さらに、

地域資源を活用した宿泊研修の提供および参加

は、その後の健康な地域づくりとソーシャルキャ

ピタルの醸成にもつながることが示唆された。 
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